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1. はじめに 

近年、トリクロロエチレンをはじめとする有機塩素系化合物等による地下水汚染が、全国的に

確認されている。その原因として、地下水が重要な水資源であるという認識不足、地下水が目に

見えないものであり、その汚染の実態を把握しにくいことなどが挙げられる。  

本研究では、地下水の利用が盛んな京都府城陽市の地下水汚染対策として、地理情報システム

（GIS）を用いて、1976 年にアメリカで考案された DRASTIC 法による地下水汚染脆弱性地図の作

成を試みた。また提案した地下水汚染脆弱性地図との比較を行なった。  

2. DRASTIC 法 1）～７つの水理地質学的要因～ 

DRASTIC 法は 7 つの水文地質学的要因について 1～10 の評点（R）を与え、さらにその評点に

式（1）の要領で 1～5 の重み付け（W）を行い、DRASTIC 指標（DRA）の値が大きいほど汚染脆

弱性の評価を行う手法である。DRASTIC 指標の値が大きいほど汚染脆弱性が高いとみなされ、各

要因は以下のとおりである。  

1）Depth to water  ― 地下水位（重み付け DW：5）  

 地下の水深は汚染物質が帯水層に到達するまでに移動する物質の距離を求め、周辺土壌との接

触時間を決定する。その評点 DRは、地下水位が深くなるほど低くしている。  

 2）(Net) Recharge  ― 涵養 2）（重み付け RW：4）  

 一般的に地下水の涵養源は降水によるものであり、それは地下水面に移動する固体、液体の汚

染を濾過する媒体となっている。降水量のすべてが地下水になると仮定している。よって年間降

水量が高いほど評点 RRは高くしている。  

 3）Aquifer Media ― 帯水層の種類（重み付け AW：3）  

 地下水は、間隙のある破屑性岩盤の帯水層内や不破屑性の粒子状でない岩盤亀裂に存在し、そ

の流れは帯水層の種類によって決まる。汚染物質が広がる方向や距離は大部分を地下水の流れに

依存するため、帯水層内の種類が重要な要因である。したがって多孔性物質ほど評点 AR は高く設

定した。  

4）Soil Media  ― 表層土の種類（重み付け SW：2）  

 この要因は不飽和層の一部として考え、涵養量に影響を与える要因である。土壌の透過性を考

慮し、評点 SRを設定した。  
5）Topography  ― 地形（重み付け TW：1）  

 ここでの地形は、勾配による地表面の水の流動性を決定する要因である。地形は汚染が浸透す

るのに十分な滞留を引き起こすか、あるいは流出するかを決定する要因である。ここでは傾斜角

を計算し評価を行い、傾斜角が急なほど評点 TRを高くしている。  

6）Impact of the Vodase Zone Media ― 不飽和層の種類の影響（重み付け IW：5）  

 不飽和層の種類により、帯水層に流入するまでの汚染物質の生物分解、希釈、化学反応、中和、

蒸発、散乱などの振る舞いが決定される。粗い粒状の堆積物ほど評点 IRを高くしている。  

7）Conductivity (Hydraulic) of the Aquifer ― 帯水層の透水係数（CW：3）  

 透水係数は帯水層に浸入した汚染物質が広がる要因として設定されている。透水係数の大きな  
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値は流れに対する抵抗が小さいため、その値が大きいほど評点 CRを高くしている。  

これらの要因から、式（1）によってドラスティック指標を求め、10 段階に色付けした。  

DRA＝  DＲDＷ + RＲRＷ + ARAW + SRSW + TRTW + IRIW + CRCW （0≦DRA≦350）…(1) 

図 1 は、DRASTIC 法を用いて 7 枚の地図に

それぞれ重み付けし、重ねた地下水汚染脆弱

性地図を示している。ここで、DRA は 35 ごと

に 10 段階に分類した。この図より、城陽市内

のほぼ全域において、あまり変化の見られな

い結果となった。したがって、新たな評価を

提案した。 

3. 提案した地下水脆弱性地図  

 以上の 7 つの水文地質学的要因のうち、城

陽市の地層に適用するように涵養、帯水層の

種類、表層土の種類、不飽和層の種類の 4 つ

の水文地質学的要因を提案された評価で行なう。  

 1）涵養：城陽市での範囲では降水量が一定となり、土地利用により涵養量が異なるので、土地

利用区分図を用いて分類し、評価を行なった。  

 2）帯水層の種類：礫・砂礫・砂はそれぞれ粒子の大きさが異なり、粒子が細かいほど汚染物質

を浸透させにくいため、式（2）のように重み付けを行い、1～10 で評点を与

えた。  

帯水層の種類（W）＝礫（%）×3＋砂礫（%）×2＋砂（%）×1 …（2）  

 3）表層土の種類：京都盆地深井戸資料の既存のボーリングデータより評価を行なった。  

 4）不飽和層の種類：DRASTIC 法での評価に加え、砂・礫・粘土における評点 3～9 を合わせた。  

図 2 は、4 つの提案された評価方法を用いて、

7 枚をそれぞれ重み付けし、GIS 上に重ねた地

下水汚染脆弱性地図を示している。この図よ

り、図 1 に比べて、脆弱度がより詳細に表さ

れ、信頼性が高くなっていることが認められ

る。  

5. まとめ  

提 案 さ れ た 地 下 水 汚 染 脆 弱 性 地 図 は

DRASTIC 法による地下水汚染脆弱性地図よ
り、地下水汚染脆弱性が細かく評価されてい

ることが認められた。 

今後の課題は、水文地質学を精通し、より

城陽市に適した評価と理由付け行う必要がある。それに対してどのように地図を利用していくの

か、より客観的なシステムを考慮する必要がある。 
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図 1 DRASTIC 法による地下水汚染脆弱性地図  

図 2 提案された地下水汚染脆弱性地図 
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